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Geochemistry and mineralogy of the hydrothermal system at Suiyo Seamount
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アーキアンパーク計画は、伊豆小笠原島弧の水曜海山に発達した海底熱水系での生物群集に対するマグマ、熱

水活動の影響を研究課題としている。

　我々はブラックスモーカーの近くで、第二白嶺丸に装備される BMS を用いて、２ｍから６ｍの深さの海底掘

削を行った。熱水域の東西と東端の掘削孔から得られたコアサンプルは、石英安山岩と軽石由来の長石とクリスト

バライト、および熱水起源の硫化物、重晶石、モンモリロナイトからなる。一方、熱水域の中央部より得られたコ

アには、長石もクリストバライトもほとんど含有されず、硫化物、硬石膏、重晶石、クロライト／モンモリロナイ

ト混合層鉱物、マイカ、およびクロライトが含まれていた。熱水系粘土鉱物組成には深度変化が認められ、深度の

増加とともにモンモリロナイトがクロライト／モンモリロナイト混合層鉱物を経てクロライトとマイカに変化し

ている。

　硫化物含量の多いコアサンプル中の各重金属の含有量は Au（４２ｐｐｍ以下）、Ag（１．５５０ｐｐｍ以下）、

Cu（０．６％）、Pb（０．６％以下）、Zn（４０％以下）、As（１．４４０ｐｐｍ以下）、Hg（５５ｐｐｍ以下）、Sb

（９６ｐｐｍ以下）、Se（４４ｐｐｍ以下）、であった。硫化物含量の多いコアサンプル中の鉛同位体比（２０６Pb

／２０４Pb＝１８．５４６から１８．５６２、２０７Pb／２０４Pb＝１５．５３５から１５．５５１、２０８Pb

／２０４Pb＝３８．３２２から３８．３７５）は石英安山岩の同位体比（２０６Pb／２０４Pb＝１８．５５２、２

０７Pb／２０４Pb＝１５．５３９、２０８Pb／２０４Pb＝３８．３３３）と類似していた。

　硫化物含量のおおいコアサンプル中には Ba（１０％以下）、Ca（３０％、CaO として測定）、Sr（０．４％以

下）含まれていた。これらの硫化物含量の多いコアサンプル中での Ca／Sr 比は海水の Ca／Sr 比と酷似しており、

硬石膏の Ca と Sr が海水由来であることを示唆している。硫化物含量の多いコアサンプル中の８７Ca／８６Sr 比

（０．７０７３２から０．７０８７２）も、硬石膏の Sr が海水由来であることを示唆している。石英安山岩の溶

岩の８７Ca／８６Sr比は０．７０３４５であった。

　熱水変化を受けていない石英安山岩の溶岩のサンプルの K 濃度は低く（０．９％以下、K2O として測定）、カ

ルクアルカリ系列の石英安山岩（SiO2 は６７％以下、Al２O3 は１６％以下）である。

　熱水変化を受けた石英安山岩の溶岩はそれらの熱水金属団により SiO2（７４％以下）や MgO（１５％以下）、

もしくは K2O（３％以下）に富む。未変質の石英安山岩から得られた Ar－Ar のデータは９プラスマイナス８Kaで、

事実上ゼロ年代を示す。

　粘土鉱物の酸素、水素同位体分析を行った結果、モンモリロナイトの酸素同位体比は＋７．２から＋７．６

パーミル、クロライト／モンモリロナイト混合層鉱物が＋３．２から＋４．６パーミル、そしてクロライトとマイ

カの混合物が＋３．１から＋３．８パーミルであった。一方、クロライトとマイカの混合物の水素同位体比は－２

４から－３６パーミルであり、熱水にマグマ水の寄与がほとんどないことが明らかになった。粘土鉱物の生成に関

与した熱水の酸素同位体比が海水の値とほとんど同じであると仮定すると、モンモリロナイトおよびクロライトと

マイカの混合物の形成温度がそれぞれ１７０度から２３０度および２５０度から２９０度であると結論される。


